
 

 

季節は夏から、過ごしやすい秋へ 

朝晩の気温が下がり始めました。まだ少し残暑
が気になりますが、徐々に秋の訪れを感じるよう
になりそうです。 
秋は勉強にスポーツに読書に最適な季節です。

ぜひ、この気候を生かして取組を進めたいもので
す。 
10月 10日（土）に開催予定の運動会に向けて、

子どもたちは体育科の学習時間に加えて業間休
み、放課後等の時間も使い、運動会の練習に励ん
でいます。 
今年の児童会の運動会スローガンは、 

「楽夢熱（ラムネ） 楽しく夢を持ち熱くなれ」
です。このスローガンをもとに、元気に、生き生
きとした子どもたちの姿を期待したいと思いま
す。子どもたちのやる気を大切にしながら、熱中
症予防を講じて日々の取組を進めていきます。運
動会当日は保護者やご家族の皆様にご覧いただき、
温かいご声援をお願いいいたします。 
 
さて、本校ではゴールデンウィーク明けや夏休み明け等に「さわやか習慣」の取組

を行いました。「起きた時刻」「寝た時刻」「めざめ」等の項目は「睡眠」に関する項
目です。ゴールデンウィーク明けに実施した際には「睡眠時間の量」について、まと
めを発信しました。現在行われている運動会の取組や 10月下旬にあるマラソン大会
等、体力を使う行事には睡眠時間の充実は大切な要素の１つです。 
文部科学省の資料によれば、小児期に必要な標準睡眠時間は、７歳で 10 時間 30

分、９歳で 10時間、11歳で９時間 30分とありました。 学校がある日に、朝７時に
起きなければならないとすると、夜９時までに寝なければ 10時間の睡眠を確保でき
ないことになります。 
秋に近づいてくると日没の時刻が早くなり、日の出の時刻が遅く

なってきます。「秋の夜長」というように夜の時間が昼の時間に比べ
て長くなります。子どもたちには「早寝、早起き」を意識して、しっ
かりと睡眠をとり、元気に活動ができるようにしてほしいと思いま
す。 
 10月も大変お世話になります。よろしくお願いいたします。 
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日 曜 学校行事 児童会 ＰＴＡ等

1 木
ジュニわく3年⑥　歯みがき巡回指導2年⑤　命の授業出前授業①
②5年　駅伝選考会15:45～※予備日

応援練習（業） PTA本部役員会19:00

2 金 SC来校 委員会⑥（前期最終）

3 土 やまもも保育園体育館使用AM
4 日

5 月 市歯科巡回指導6年⑤　なかよし朝の会8:30～8:45 応援練習（業）

6 火
予行練習①②③※草引きボランティア（詳しくは㏋をご覧くださ
い。）

7 水 振替休業日　※地域有志の方による草刈り

8 木 予行練習予備日　ジュニわく2年⑥　マラソン前検診13:30

9 金 前日準備 応援練習（業）

10 土 運動会
PTAダンボール回収強
化日

11 日 運動会予備日
12 月 スポーツの日

13 火 朝マラソン8:35　駅伝練習①15:45～16:30

14 水 引継ぎ式リハ（業間）

15 木
ジュニわく3年⑥　砂防ダム出前授業③④　駅伝練習②15:45～
16:30

引継ぎ式リハ（業間）
引継ぎ式（与保呂タイ
ム）

登校指導・PTAアルミ
缶回収強化日

16 金 委員会⑥（後期スタート）

17 土
18 日

19 月

20 火 朝マラソン8:35　図書ボラ1、2年　駅伝練習③15:45～16:30

21 水 短縮４校時13:10下校　※こぶし２、4年＝授業公開14:50下校

22 木 ジュニわく2年⑥　駅伝練習④15:45～16:30 与保呂っ子集会

23 金 全学年５校時　SC来校

24 土

25 日
府P研究大会（須知高
校）

26 月 職員会議

27 火
校内マラソン大会　SSW来校日PM　駅伝練習①15:45～16:30（マラ
ソン大会実施時はなし）

28 水

29 木
校内マラソン大会予備日　図書ボラ1、3年　歯科検診13:30　就学
時健診15:00　※全校5時間授業　14:35下校

30 金 委員会⑥
家庭読書・くつピカ
デー

31 土

令和８年度　11月　行事予定

令和８年度　10月　行事予定

文部科学大臣杯 NPB ガールズトーナメント

2026 全日本女子学童軟式野球大会出場

京都代表 京都ガールズ

森田 花（６年） さん

4日（水）短縮5校時13:15下校※教員研修会のため
アートデリバリー5、6年※合唱指導③④

5日（木）与保呂っ子集会（５・６年合唱発表）
参観日⑤環境整備作業⑥ 駅伝練習15:45～16:30

6日（金）駅伝練習⑥15:45～16:30
7日（土）小学生駅伝大会 ※8日（日）駅伝予備日

10日（火）図書ボラ1,2年 ジュニわく3年⑥
12日（木）市合同音楽会PM6年 ジュニわく2年⑥
13日（金）全学年５校時 校区一斉あいさつ運動 SC来校
17日（火）５年社会見学（グリコピア神戸・朝日新聞阪神工場）

ジュニわく3年⑥
18日（水）13:10下校 ※教職員研修のため
19日（木）ジュニわく2年⑥
20日（金）まちたんけん2年
24日（火）人権集会② 給食協議会19:00 学校保健会19:30
25日（水）起震車体験⑤4年
26日（木）図書ボラ1,2年 ジュニわく2年⑥
27日（金）委員会⑥ 家庭読書の日・くつピカデー

子どもたちに温か
いご声援をよろし
くお願いします。

校内マラソン大会 10月27日（火）
【雨天:10月29日（木）】

低学年（1～3年）学校ー与保呂集会所（約2km）
高学年（4～6年）学校ー池姫神社 （約3km）
各学年の出発時刻等は、後日配布します「マラソン大会につ
いて」をご覧ください。

〜アイリスオーヤマ株式会社様より
ポータブルクーラーが寄附されました〜

このたび、アイリスオーヤマ株式会社様よ
り、児童の熱中症対策として、ポータブル
クーラー（2台）のご寄附をいただきました。
本校では、理科室‧児童会室に設置し、児

童が安全で快適に学習活動に取り組めるよう
有効に活⽤させていただきます。温かいご⽀
援に⼼より感謝申し上げます。

がんばる与保呂の子ども達



 ４月に実施しました、６年生を対象とした全国学力・学習状況調査についての概要をお知らせします。 

今回の調査において、次のような状況が見られました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【国語】 

≪正答率が高かった問題≫ 

① 学年別漢字配当表に示されている漢字を文の中で正しく使うことができるかどうかをみる。（みじかい） 

② 話や文章の種類とその特徴について理解することができるかどうかをみる。 

③ 文章を読んで理解したことに基づいて、自分の考えをまとめることができるかどうかをみる。 

≪正答率の低かった問題≫ 

① 引用して、自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫することができるかどうかをみる。 

② 考えとそれを支える理由や事例など情報と情報との関係について理解することができるかどうかをみる。 

③ 筋道の通った文章となるように、文章全体の構成や展開を考えることができるかどうかをみる。 

普段の学習の中で書く活動を取り入れているため、無回答はほぼありませんでした。しかし、資料から必要

な情報を選択し、資料の一部を引用して自分の考えが伝わるようにまとめるなど、出された条件を全て網羅し

て解答することに難しさがあったようです。引用を根拠として自分の考えを論理的に表現する活動を取り入れ

ていきたいと思います。文章を読む問題では、「筆者が一番伝えたいことは何か」「なぜそう言えるのか」「どん

な事例が示されているか」を整理したり、問題の段落ごとの役割を整理し、どのようにつながっているのか要

点をまとめたりできるよう指導をしていきたいと思います。 

 

【算数】 

≪正答率が高かった問題≫ 

① 小数が整数と同じ十進位取り記数法の仕組みで表わされていることを理解し、条件に合う 

小数をつくることができるかどうかをみる。 

① 立方体の体積の計算による求め方について理解しているかどうかをみる。 

② 帯グラフの特徴と用い方を理解し、およその割合を読み取ることができるかどうかをみる。 

≪正答率の低かった問題≫ 

① 二次元の表から、条件に合う数を読み取ることができるかどうかをみる。 

② 異分母の分数の大小を判断し、その理由を数や言葉を用いて記述できるかどうかをみる。 

③ 体積の意味について理解しているかどうかをみる。 

 算数の文章題では、問題文に書かれている数量の関係や求める内容を正確に捉えることに課題が見られまし

た。問題文の重要な部分に線を引いたり、図や表に表しながら情報を整理する活動を取り入れたり、さらに、

「何を求める問題か」「なぜその式になるのか」を言葉で説明する機会を設け、問題の意味を理解して立式につ

なげられるように指導をしていきます。 

【質問紙】 

調査の結果、「人が困っているときは進んで助けている」「いじめはどんな理由があってもいけない」「人の役

に立つ人間になりたい」といった質問で非常に肯定的な回答が見られました。また、「友達関係に満足してい

る」も93.8％と高く、互いを尊重し支え合う集団づくりが進んでいることがうかがえました。今後も、児童一

人一人を認め励ます指導を基盤としながら、安心して相談できる学級・学校づくりと、学ぶ楽しさを実感でき

る授業改善を進めることで、児童の自己肯定感や学校生活への満足感の向上につなげていきたいと思います。 


